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6315-S (Flomoxef)に 関す る臨床的検討

古川智洋 ・小林芳夫 ・藤森一平

川崎市立川崎病院内科

Oxacephem系 抗生物質 であ る6315-S(Flomoxeef)に 関 して その臨床 的効果を検討 した。対

象 は13例 で,男 性6例,女 性7例,年 令は20才 か ら80才 までで,平 均年令 は44.2才 であ った。

疾患の内訳は,敗 血症 ・急性腎盂 腎炎1例,肺 炎3例,マ イコプ ラズマ肺炎4例,肺 膿瘍1例,急

性胆の う炎1例,急 性腎盂腎炎2例,急 性膀胱炎1例 であ った。 薬剤投与方法は1回0,5～1gを

1日2～3回 点滴静注 し,1日 投与量は1～3g,投 与期間は7～23.5日 間,総 投与量 は 翼～47g

であ った。

臨床成績 は,尿 路感染症3例 と敗血症1例 の4例 中全例で細菌学 的に も臨床的に も有効(有 効率

100%),肺 炎3例 中2例 で臨床的に有 効(有 効率66.7%),肺 膿瘍 と急性胆 の う炎の各1症 例は臨

床的にやや有効であ った。なおマイコプラズマ肺 炎は対象外疾患 であるため効果判 定か ら除外 した。

投与 中に副作用 は認 めず,臨 床検査値 ではGOT, GPT値 の軽度上昇を認 めた症例が3例 あ っ

たが,投 与中止後改善がみ られ た。

6315-S (Flomoxef: FMOX)は,塩 野 義 製 薬 研 究

所 に お い て開 発 され たoxacephem系 抗 生 物 質 で あ り,

その 化学 構 造 式 はFig. 1に 示 した。

Fig. 1 Chemical structure of 6315-S

本 剤 はoxacephem系 の最 初 の 抗 生 物 質 で あ る

Latamoxef (LMOX)に 比べ,in vitroで はPseuaeo-

monas aeruginosaに は劣 る ものの,グ ラム陰性桿菌

群のE. coli, Klebsiella, boteus属 に同等の抗 菌力 を

有 し,Staphylococcus aureusな どの グラム陽性球 菌

に もCefazolin, Cefmetazoleと ほぼ同等 の抗菌力を有

する1～4)。 われわれはこのよ うな基礎的評価をふまえ,

本剤 の臨床的検討を行 なったのでその成績を報告する。

I. 対象および方法

投与対 象は,昭 和59年5月 か ら9月 まで の間 に,川

崎市立川崎病 院内科 に入院 した患者 で,男 性6例,女 性

7例 の計13例,年 令は20才 か ら80才 にわ たり,平 均

年令は44.2才 で あった。

疾患の内訳 は,敗血症 ・急性腎盂 腎炎1例,肺 炎3例,

マ イコプラズマ肺炎4例,肺 膿瘍1例,急 性胆の う炎1

例,急 性腎盂腎炎2例,急 性 膀胱炎1例 の計13例 であっ

た。

薬剤の投 与量および投与方法 については,1回 量0.5

～1gを1日2～3回 ,ソ リタT3号200mlに 溶解 し

て1時 間で点滴静注 し,1日 投与量は1～3g,投 与期

間は7～23.5日 間,総 投与量 は14～47gで あった。

効果判定 は,細 菌学的には菌消失,菌 減少,不 変,菌

交代の4段 階 に判定 した。臨床的 には,呼 吸器感染症の

場合,発 熱,咳嗽,喀 痰量 およびその症状,血 沈,白 血

球増多の改善 などか ら,胆 の う炎の場合,発 熱,腹 痛,

黄疸,血 沈,白 血球増多の改善 などか ら,ま た尿路感染

症の場合には,発熱,頻 尿,排 尿痛,尿 沈渣所見,血 沈,

白血球増多 の改善な どか ら,著 効,有 効,や や有効,無

効の4段 階 に判定 した。

II. 臨 床 成 績

投 与 症例 な らび に投与 結 果 につ いて は,一 括 して

Table 1,2に 示 した。

症例1は,急 性腎盂腎炎 より敗血症 に移行 した1例 で,

その経過はFig. 2に 示 した。

41才 女性 で,数 日前 よ り高熱,残 尿感出現 したため

当院を受診 し,入 院となった。6315-S投 与前の血液培

養 と尿培 養よ りEscherichia coli検 出 され,本 剤投与

にて菌消失 した。臨床的 には,高 熱,残 尿感軽快 し,白

血球増 多,CRPも 改善 し有 効 と判定 した。症例2お よ

び3は 急性 腎盂腎炎例で,2例 とも細菌学的には菌消失

し,臨 床的には有効で あった。症例4は 尿道カテーテル
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Table 2 Summary of M. pneumoniae cases treated with 6315-S

Fig. 2 S. K. 41 years •Š , Septicemia, Acute Pyelonephritis

留置 している急性膀胱炎例 で,細 菌学的には菌消失 し,

臨床 的には有効であ った。症例5か ら7は 肺 炎例で,い

ずれ も喀痰培養では常在菌 のみ検出 され,起 因菌 を明 ら

かにすることはで きなか ったが,臨 床的には2例 で有効

であ った。症例8お よび9は,肺 膿瘍 および急性胆のう

炎例で,い ずれ も菌 は検出 されず,臨 床的にはやや有効
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Table 9 Laboratory data before and after treatment

Table 4 Laboratory data before and after treatment

であった。Table 2は,投 与後 マイ コプラズマ肺 炎 と

診断された4例 で,対 象外疾患であ るため,効 果判定は

行なわなかった。なお4例 中3例 は本剤投与のみで胸部

異常陰影消失 したが,症 例4は 本剤14日 間投 与 後,

Erythromycin (EM)に 変更 し陰影消失 した。

以上マイコプラズマ肺炎を除 く9例 の臨床的効果は,

有効6例,や や有効3例,有 効率66.7%と いう結 果で

あうた。

本剤の投与中,特 に副作用 と考 え られる症状を呈 した

症例はなか った。

また,投 与前後 に施行 した末梢血,GOT, GPT, A1-

P, BUN, S-Crの 臨床 検査値 は,Table 3お よび4に

示 した。

症 例1は 本剤2g/日 投与開始 し,3日 後 に3g/日 に

増量 した ところ,投 与5日 後 にGPT 39 IU, A1-P 166

IUに 上昇 した。 さ らに症例2は 本剤2g/日 投与5日 目

にGOT 79, GPT 72と 上昇 し,7日 後で もGPTは42

IUと 高 い値 を示 したが,投 与中止後GOT 15, GPT 21

に低 下 した。症例3は 本剤2g/日 投与14日 後 にGPT

77 IU, A1-P 270 IUに 上昇 したが,投 与中止後各 々,

36 IU, 219 IUに 低 下 した。症 例11は 本剤2g/日 投

与12日 後 にGPT 52 IUに 上昇 したが,投 与 中止後26

IUに 低下 した。他 に投与後著 しい検 査上の異常値 を示

した症例は認め られなか った。
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III. 考 案

6315-Sは,LMOXに 類似 す るoxacephem系 の抗

生物質で,今 回その臨床的検討 を行な ったが,そ の成績

はマイコプラズマ肺 炎症例を除いた感染症の場合,投 与

症 例9例 中臨床的 に有効な症例 は6例,有 効率66.7%

であり,そ の うち尿路感染症3例 と敗血症1例 では,細

菌学的に菌消失という良 い成績が得 られた。 しか し,本

剤 の特徴で あ るグラム陽性球菌 に対 す る抗 菌力の検 討

は,症 例がな く行 なえなか った。

副作用 は特に認めなか ったが,臨 床検査値で,GOT,

GPT, A1-P値 上昇が3例 に認め られた。 いずれ も比

較的軽度で可逆性 であり,全 般的に副作用,臨 床検査値

異常 とも少ないよ うに思われた。

以上の如 く,6315-Sは 今後臨床的に も十分期待 し得

るoxacephem系 抗生物質であると考え られた。
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6315-S (FLOMOXEF) IN INTERNAL INFECTIONS

TOMOHIRO FURUKAWA, YOSHIO KOBAYASHI and IPPEI FUJIMORI

Department of Internal Medicine, Kawasaki Municipal Hospital

A new antibiotic, 6315-S (flomoxef), was administered for 7-23. 5 days at daily doses of

1-3g to 13 patients : septicemia, 1 ; pneumonia, 3 ; lung abscess, 1 ; acute cholecystitis, 1 ;
acute pyelonephritis, 2 ; acute cystitis, 1 ; Mycoplasma pneumoniae, 4.

The results were : effective in 6 cases. The overall efficacy rate was 66. 7%, excepting the
4 cases of M. pneumoniae.

Side effects were not observed in any of the patients, but abnormal laboratory findings
were observed in three (2 cases of GPT, Al-P, 1 case of GOT, GPT).


